
(57)【要約】

【課題】

　後面オフセット衝突時の衝突荷重を左右に分散するこ

とができ、リヤフレームの重量を低減可能な後部車体構

造を提供することである。

【解決手段】

　後部車体構造であって、左右一対の第１リヤフレーム

と、該第１リヤフレームの後端に連結された平面視で円

弧状の第２リヤフレームと、中央部分の前面が前記円弧

状の第２リヤフレームの後面に連結されたリヤバンパビ

ームと、該リヤバンパビームの両端部にその一端部が連

結された左右一対のフェンダフレームと、該フェンダフ

レームの他端部に連結された左右一対の最後部ピラーと

、を具備して構成する。

【選択図】図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 後 部 車 体 構 造 で あ っ て 、
　 左 右 一 対 の 第 １ リ ヤ フ レ ー ム と 、
　 該 第 １ リ ヤ フ レ ー ム の 後 端 に 連 結 さ れ た 平 面 視 で 円 弧 状 の 第 ２ リ ヤ フ レ ー ム と 、
　 中 央 部 分 の 前 面 が 前 記 円 弧 状 の 第 ２ リ ヤ フ レ ー ム の 後 面 に 連 結 さ れ た リ ヤ バ ン パ ビ ー ム
と 、
　 該 リ ヤ バ ン パ ビ ー ム の 両 端 部 に そ の 一 端 部 が 連 結 さ れ た 左 右 一 対 の フ ェ ン ダ フ レ ー ム と
、
　 該 フ ェ ン ダ フ レ ー ム の 他 端 部 に 連 結 さ れ た 左 右 一 対 の 最 後 部 ピ ラ ー と 、
　 を 具 備 し た こ と を 特 徴 と す る 後 部 車 体 構 造 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 円 弧 状 の 第 ２ リ ヤ フ レ ー ム は 頂 面 を 上 に す る 断 面 ハ ッ ト 形 状 を し て お り 、
　 該 第 ２ リ ヤ フ レ ー ム の 鍔 部 に フ ロ ア パ ネ ル が 溶 接 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １
記 載 の 後 部 車 体 構 造 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 願 発 明 は リ ヤ フ レ ー ム の 重 量 を 低 減 可 能 な 後 部 車 体 構 造 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 の 後 部 車 体 構 造 で は 、 一 般 的 に 車 体 の 前 後 方 向 に 真 っ 直 ぐ に 伸 び た 左 右 一 対 の リ ヤ
フ レ ー ム に リ ヤ バ ン パ ビ ー ム が 締 結 さ れ て い る 。 即 ち 、 図 １ に 示 す よ う に 、 左 右 一 対 の リ
ヤ フ レ ー ム ２ ａ ， ２ ｂ の 中 間 部 分 を リ ヤ ク ロ ス メ ン バ ４ で 連 結 し 、 そ の 前 端 部 分 を ミ ド ル
ク ロ ス メ ン バ ６ で 連 結 し て 強 度 を 確 保 し て い る 。 リ ヤ フ レ ー ム ２ ａ ， ２ ｂ の 後 端 部 分 に は
リ ヤ バ ン パ ビ ー ム ８ が 連 結 さ れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ４ － ３ ３ ８ ４ １ ９ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 図 １ に 示 し た よ う な 従 来 の 後 部 車 体 構 造 で は 、 リ ヤ フ レ ー ム ２ ａ ， ２ ｂ が 車 体 前 後 方 向
に 真 っ 直 ぐ に 伸 長 し て い る た め 、 矢 印 Ｆ で 示 す よ う に 後 面 オ フ セ ッ ト 衝 突 が あ る と 、 オ フ
セ ッ ト 衝 突 の 荷 重 Ｆ の 約 ７ ０ ％ が 衝 突 側 の リ ヤ フ レ ー ム ２ ａ で 分 担 さ れ 、 約 ３ ０ ％ が 非 衝
突 側 の リ ヤ フ レ ー ム ２ ｂ で 分 担 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 よ っ て 、 こ の よ う な 従 来 の 後 部 車 体 構 造 で は 、 衝 突 側 の リ ヤ フ レ ー ム ２ ａ に 大 き な 荷 重
が 作 用 す る た め 、 フ レ ー ム 補 強 が 必 要 と な り 、 そ の 結 果 リ ヤ フ レ ー ム ２ ａ ， ２ ｂ の 重 量 が
増 加 す る こ と に な る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 特 許 文 献 １ で は 、 湾 曲 し た リ ヤ バ ン パ ビ ー ム を 開 示 し て い る が 、 左 右 一 対 の リ ヤ フ レ ー
ム は 前 後 方 向 に 直 線 状 で あ る 。 よ っ て 、 後 面 オ フ セ ッ ト 衝 突 時 に は 、 衝 突 荷 重 は 左 右 の リ
ヤ フ レ ー ム で 不 均 一 に 分 担 さ れ 、 そ の 分 リ ヤ フ レ ー ム の 補 強 度 合 い が 増 大 し 、 リ ヤ フ レ ー
ム の 重 量 が 増 加 す る こ と に な る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は こ の よ う な 点 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 そ の 目 的 と す る と こ ろ は 、 後 面 オ
フ セ ッ ト 衝 突 時 の 衝 突 荷 重 を 左 右 の リ ヤ フ レ ー ム で 概 略 均 等 に 分 担 で き 、 リ ヤ フ レ ー ム の
重 量 を 低 減 可 能 な 後 部 車 体 構 造 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 発 明 に よ る と 、 後 部 車 体 構 造 で あ っ て 、 左 右 一 対 の 第 １ リ ヤ フ レ ー ム と
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、 該 第 １ リ ヤ フ レ ー ム の 後 端 に 連 結 さ れ た 平 面 視 で 円 弧 状 の 第 ２ リ ヤ フ レ ー ム と 、 中 央 部
分 の 前 面 が 前 記 円 弧 状 の 第 ２ リ ヤ フ レ ー ム の 後 面 に 連 結 さ れ た リ ヤ バ ン パ ビ ー ム と 、 該 リ
ヤ バ ン パ ビ ー ム の 両 端 部 に そ の 一 端 部 が 連 結 さ れ た 左 右 一 対 の フ ェ ン ダ フ レ ー ム と 、 該 フ
ェ ン ダ フ レ ー ム の 他 端 部 に 連 結 さ れ た 左 右 一 対 の 最 後 部 ピ ラ ー と 、 を 具 備 し た こ と を 特 徴
と す る 後 部 車 体 構 造 が 提 供 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 請 求 項 ２ 記 載 の 発 明 に よ る と 、 請 求 項 １ 記 載 の 発 明 に お い て 、 前 記 円 弧 状 の 第 ２ リ ヤ フ
レ ー ム は 頂 面 を 上 に す る 断 面 ハ ッ ト 形 状 を し て お り 、 該 第 ２ リ ヤ フ レ ー ム の 鍔 部 に フ ロ ア
パ ネ ル が 溶 接 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 後 部 車 体 構 造 が 提 供 さ れ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 発 明 に よ る と 、 後 面 オ フ セ ッ ト 衝 突 時 の 衝 突 荷 重 は 、 第 ２ リ ヤ フ レ ー ム
の 円 弧 状 頂 点 に 作 用 す る の で 、 左 右 の 第 １ リ ヤ フ レ ー ム へ の 荷 重 分 散 が 概 略 均 一 と な り 、
そ の 補 強 度 合 い を 減 少 す る こ と が で き る た め 、 リ ヤ フ レ ー ム の ウ エ イ ト を 軽 減 す る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 請 求 項 ２ 記 載 の 発 明 に よ る と 、 円 弧 状 の 第 ２ リ ヤ フ レ ー ム は 頂 面 が 上 を 向 い た 断 面 ハ ッ
ト 形 状 を し て お り 、 そ の 鍔 部 に フ ロ ア パ ネ ル が 溶 接 さ れ て い る の で 、 ト ラ ン ク ル ー ム の ス
ペ ー ス を 拡 大 す る こ と が で き 、 ス ペ ア タ イ ヤ 等 の 搭 載 性 が 向 上 す る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 ２ を 参 照 す る と 、 本 発 明 実 施 形 態 に 係 る 後 部 車 体 構 造 １ ０ の 斜 視 図 が 示 さ れ て い る 。
後 部 車 体 構 造 １ ０ は 、 車 体 前 後 方 向 に 伸 長 し た 左 右 一 対 の 第 １ リ ヤ フ レ ー ム １ ２ ａ ， １ ２
ｂ を 含 ん で お り 、 こ れ ら の 第 １ リ ヤ フ レ ー ム １ ２ ａ ， １ ２ ｂ が そ の 後 端 部 近 傍 で リ ヤ ク ロ
ス メ ン バ １ ４ に よ り 連 結 さ れ 、 そ の 前 端 部 近 傍 で ミ ド ル ク ロ ス メ ン バ １ ６ に よ り 連 結 さ れ
て 、 構 造 体 と し て の 強 度 を 確 保 し て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 第 １ リ ヤ フ レ ー ム １ ２ ａ ， １ ２ ｂ の 後 端 に は 円 弧 状 （ 半 円 状 ） の 第 ２ リ ヤ フ レ ー ム １ ８
が 結 合 さ れ て い る 。 円 弧 状 の 第 ２ リ ヤ フ レ ー ム １ ８ の 円 弧 の 頂 点 に は 取 付 ブ ラ ケ ッ ト ２ ２
を 介 し て リ ヤ バ ン パ ビ ー ム ２ ０ の 中 央 部 分 が 締 結 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 リ ヤ バ ン パ ビ ー ム ２ ０ の 両 端 は 、 図 ７ に 示 す 取 付 ブ ラ ケ ッ ト ３ ２ を 介 し て 左 右 一 対 の フ
ェ ン ダ フ レ ー ム ２ ４ ａ ， ２ ４ ｂ に 連 結 さ れ て い る 。 フ ェ ン ダ フ レ ー ム ２ ４ ａ ， ２ ４ ｂ は 図
示 し な い 左 右 一 対 の Ｃ ピ ラ ー に 連 結 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 ２ の ３ Ａ － ３ Ａ 線 断 面 図 で あ る 図 ３ （ Ａ ） に 示 す よ う に 、 第 １ リ ヤ フ レ ー ム １ ２ ａ は
そ の 頂 部 を 下 向 き に し た 断 面 ハ ッ ト 形 状 を し て お り 、 そ の 鍔 部 １ ３ に フ ロ ア パ ネ ル ２ ６ が
ス ポ ッ ト 溶 接 さ れ て い る 。 第 １ リ ヤ フ レ ー ム １ ２ ｂ も 同 様 な 形 状 を し て お り 、 そ の 鍔 部 に
フ ロ ア パ ネ ル ２ ６ が ス ポ ッ ト 溶 接 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 一 方 、 図 ２ の ３ Ｂ － ３ Ｂ 線 断 面 図 で あ る 図 ３ （ Ｂ ） に 示 す よ う に 、 円 弧 状 の 第 ２ リ ヤ フ
レ ー ム １ ８ は そ の 頂 部 を 上 向 き に し た 断 面 ハ ッ ト 形 状 を し て お り 、 そ の 鍔 部 １ ９ の 下 側 に
フ ロ ア パ ネ ル ２ ６ が ス ポ ッ ト 溶 接 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 ４ は 第 １ リ ヤ フ レ ー ム １ ２ ａ と 第 ２ リ ヤ フ レ ー ム １ ８ の 結 合 部 分 の 側 面 図 を 示 し て い
る 。 第 １ リ ヤ フ レ ー ム １ ２ ａ の 後 端 は テ ー パ 形 状 １ ５ に 形 成 さ れ て お り 、 円 弧 状 の 第 ２ リ
ヤ フ レ ー ム １ ８ の 前 端 は テ ー パ 形 状 １ ５ と 相 補 的 な テ ー パ 形 状 １ ９ に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 フ ロ ア パ ネ ル ２ ６ は 第 １ リ ヤ フ レ ー ム １ ２ ａ の 上 側 に ス ポ ッ ト 溶 接 さ れ 、 第 １ リ ヤ フ レ
ー ム １ ２ ａ の テ ー パ 状 後 端 部 １ ５ と 第 ２ リ ヤ フ レ ー ム １ ８ の テ ー パ 状 先 端 部 １ ９ の 間 に 挟
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ま れ て 第 ２ リ ヤ フ レ ー ム １ ８ の 下 側 に 回 り 込 み 、 第 ２ リ ヤ フ レ ー ム １ ８ の 下 側 に ス ポ ッ ト
溶 接 さ れ て い る 。 図 ５ は 第 １ リ ヤ フ レ ー ム １ ２ ａ と 第 ２ リ ヤ フ レ ー ム １ ８ の 接 合 部 分 の 断
面 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 第 １ リ ヤ フ レ ー ム １ ２ ａ ， １ ２ ｂ と 円 弧 状 の 第 ２ リ ヤ フ レ ー ム １ ８ と で ハ ッ ト 形 状 断 面
の 天 地 が 入 れ 替 わ っ て い る た め 、 図 ２ の ６ － ６ 線 断 面 図 で あ る 図 ６ （ Ａ ） に 示 す よ う に 、
ト ラ ン ク ル ー ム の ス ペ ー ス を 拡 大 す る こ と が で き 、 ス ペ ア タ イ ヤ ２ ８ 等 の 搭 載 性 が 向 上 す
る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 も し 、 図 ６ （ Ｂ ） に 示 す よ う に 、 第 ２ リ ヤ フ レ ー ム １ ８ ´ の ハ ッ ト 型 断 面 形 状 の 向 き を
第 １ リ ヤ フ レ ー ム １ ２ ａ ， １ ２ ｂ と 同 一 方 向 と し た 場 合 に は 、 フ ロ ア パ ネ ル ２ ６ ´ が 邪 魔
を し て ス ペ ア タ イ ヤ ２ ８ の 搭 載 が で き な い こ と に な る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 実 施 形 態 の 後 部 車 体 構 造 １ ０ で は 、 矢 印 Ｆ で 示 す よ う に 後 面 オ フ セ ッ ト 衝 突 時 の 荷 重
が リ ヤ バ ン パ ビ ー ム ２ ０ に 作 用 し た 場 合 、 衝 突 荷 重 Ｆ は 車 体 中 央 の 取 付 ブ ラ ケ ッ ト ２ ２ を
介 し て 円 弧 状 の 第 ２ リ ヤ フ レ ー ム １ ８ に 伝 達 さ れ る た め 、 第 １ リ ヤ フ レ ー ム １ ２ ａ ， １ ２
ｂ が 受 け 持 つ 荷 重 分 担 割 合 が 、 衝 突 側 の 第 １ リ ヤ フ レ ー ム １ ２ ａ で 約 ６ ０ ％ 、 非 衝 突 側 の
第 １ リ ヤ フ レ ー ム １ ２ ｂ で 約 ４ ０ ％ と な り 、 後 面 オ フ セ ッ ト 衝 突 荷 重 を 左 右 の 第 １ リ ヤ フ
レ ー ム １ ２ ａ ， １ ２ ｂ に 概 略 均 等 に 分 散 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 よ っ て 、 図 １ に 示 し た 従 来 の 後 部 車 体 構 造 に 比 較 し て 、 本 実 施 形 態 の 後 部 車 体 構 造 は 、
そ の 重 量 を （ ７ ０ ％ － ６ ０ ％ ） ／ ７ ０ ％ ＝ 約 １ ５ ％ 低 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 次 に 図 ７ を 参 照 す る と 、 本 実 施 形 態 に 係 る 後 部 車 体 構 造 １ ０ の リ ヤ バ ン パ ビ ー ム ２ ０ の
３ 点 取 付 構 造 の 斜 視 図 が 示 さ れ て い る 。 図 ７ に お い て は 、 第 １ リ ヤ フ レ ー ム １ ２ ａ ， １ ２
ｂ は 省 略 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 リ ヤ バ ン パ ビ ー ム ２ ０ の 中 央 部 分 は 取 付 ブ ラ ケ ッ ト ２ ２ を 介 し て 円 弧 状 の 第 ２ リ ヤ フ レ
ー ム １ ８ の 円 弧 頂 点 に 結 合 さ れ 、 そ の 両 端 は 取 付 ブ ラ ケ ッ ト ３ ２ を 介 し て 左 右 の フ ェ ン ダ
フ レ ー ム ２ ４ ａ ， ２ ４ ｂ に 結 合 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 リ ヤ バ ン パ ビ ー ム ２ ０ と 第 ２ リ ヤ フ レ ー ム １ ８ の 結 合 部 分 は 、 図 ８ の 断 面 図 に 示 す よ う
に な っ て お り 、 取 付 ブ ラ ケ ッ ト ２ ２ は リ ヤ パ ネ ル ４ ０ を 第 ２ リ ヤ フ レ ー ム １ ８ に 重 ね て ス
ポ ッ ト 溶 接 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ま た 、 左 右 の フ ェ ン ダ フ レ ー ム ２ ４ ａ ， ２ ４ ｂ は そ れ ぞ れ ア ウ タ ー フ ェ ン ダ フ レ ー ム ３
４ と イ ン ナ ー フ ェ ン ダ フ レ ー ム ３ ６ と か ら 構 成 さ れ て お り 、 ア ウ タ ー フ ェ ン ダ フ レ ー ム ３
４ 及 び イ ン ナ ー フ ェ ン ダ フ レ ー ム ３ ６ の 後 端 が 取 付 ブ ラ ケ ッ ト ３ ２ に ス ポ ッ ト 溶 接 さ れ る
と 共 に 、 そ れ ら の 前 端 部 分 は 左 右 一 対 の 最 後 部 ピ ラ ー 、 例 え ば Ｃ ピ ラ ー ス テ ィ フ ナ （ Ｃ ピ
ラ ー ） ３ ０ ａ ， ３ ０ ｂ を 挟 み 込 ん で Ｃ ピ ラ ー ス テ ィ フ ナ ３ ０ ａ ， ３ ０ ｂ に ス ポ ッ ト 溶 接 さ
れ て い る 。 想 像 線 で 示 し た リ ヤ テ ー ル ゲ ー ト ３ ８ が 開 閉 可 能 に 後 部 車 体 構 造 １ ０ に 取 り 付
け ら れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
【 図 １ 】 従 来 の 後 部 車 体 構 造 の 概 略 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 実 施 形 態 に 係 る 後 部 車 体 構 造 の 概 略 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ３ （ Ａ ） は 図 ２ の ３ Ａ － ３ Ａ 線 断 面 図 、 図 ３ （ Ｂ ） は 図 ２ の ３ Ｂ － ３ Ｂ 線 断 面
図 で あ る 。
【 図 ４ 】 第 １ 及 び 第 ２ リ ヤ フ レ ー ム 接 合 部 分 側 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ４ の ５ － ５ 線 断 面 図 で あ る 。
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【 図 ６ 】 図 ６ （ Ａ ） は 図 ２ の ６ － ６ 線 断 面 図 、 図 ６ （ Ｂ ） は 比 較 例 の 同 一 箇 所 断 面 図 で あ
る 。
【 図 ７ 】 リ ヤ バ ン パ ビ ー ム の ３ 点 取 付 構 造 を 示 す 斜 視 図 で あ り 、 第 １ リ ヤ フ レ ー ム が 省 略
さ れ て い る 。
【 図 ８ 】 図 ７ の ８ － ８ 線 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
１ ２ ａ ， １ ２ ｂ 　 第 １ リ ヤ フ レ ー ム
１ ４ 　 リ ヤ ク ロ ス メ ン バ
１ ６ 　 ミ ド ル ク ロ ス メ ン バ
１ ８ 　 円 弧 状 第 ２ リ ヤ フ レ ー ム
２ ０ 　 リ ヤ バ ン パ ビ ー ム
２ ２ ， ３ ２ 　 取 付 ブ ラ ケ ッ ト
２ ４ ａ ， ２ ４ ｂ 　 フ ェ ン ダ フ レ ー ム
２ ６ 　 フ ロ ア パ ネ ル
２ ８ 　 ス ペ ア タ イ ヤ
３ ０ ａ ， ３ ０ ｂ 　 Ｃ ピ ラ ー ス テ ィ フ ナ
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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